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ヘビーデリックの応力計測
Stress　Measurement　of　Heavy　Derrick

安藤良夫・高橋幸伯・長谷川功三・内山厚克

　：1年荷役機械，物ヒげ装置などの尺型化の傾向がいち

じるしいが，函館ドックKKにおいて建造された特殊

重．．3物運搬船富士丸〔長さ116m，幅17．5m，深さ

9．3m，総トン数5，　487　t）は容量120tのヘビーデリッ

々を設備している．本船は重：，F．両などの輸出用として計

匿きれたもので，機関は船尾にあり，船体中央に第1図

のkうな3脚マスト式のヘビーデリックがあり，その前

澤：二ぎわめて長い貨物倉がある．
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　点，船体1O点，合計48点の応力を測定した．ひずみ

　計はすべてポリエステルベースのホイルゲージを用いた

　が，標点距離は大部分8mm，マスト頂部のトッピング

　アイの部分には5mmのものを用いた．はりつけはすべ

　て速乾性のシアン系樹脂の接着剤を用いた．はりづけ後

　数分間で乾燥し，†分な絶縁抵抗（500MΩ以上）が得

　られるので，ただちに防湿処理を施した．防湿はマイク

　ロクFjスタ1」ンワックス602Hを指ftで塗りつけてひず

　　　　　　　　　み計部分だけでなく，リード線（ビ

　　　　　　　　　ニールキヤブタイヤ）の末端も十分

　　　　　　　　　かくれるようにコーティングした，

　　　　　　　　　　コーティングした．．Lからハンダゴテ

　　　　　　　　　で軽くなでてでぎるだけ表面をなめ

⑳らかにして気’tlをなくするよ5にし
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　　　　　　　　第1図

　あまり前例のない設備であるため，構造各部の実動時

における応力分布，船体構造への応力の伝達状況などを

実測して，初期計画値と比較検討するために，公式荷役

試験時に応力計測を行なった，

　計測方法としては特別に変わったところはなく，すべ

て抵抗線ひずみ計によったものであるが，ぎ装工程のつ

こうでひずみ計はりつけに十分な時間をとれなかったこ

と，暴露部の計測であるため夜中露霜のおそれがあウ，

日中も天候がきわめて不順な季節であることなどが困難

な点であった．

　計測点配置は第1図に示す通りで，ヘビーデリック38
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3脚マストおよびブーム計測点配置　　　　　　　　　第2図　左舷過負荷試験中の富士丸

　　　　　　　　　　　　　　　た，計測当日はあいにく雨天で，計測点のほとんどが濡

　　　　　　　　　　　　　　　れた状態にあったが，48点中絶縁抵抗の10e　Mn以下

　　　　　　　　　　　　　　　に低下したのは2点だけで，その他はすべて十分安定し

　　　　　　　　　　　　　　　た計測を行なうことができた．

　　　　　　　　　　　　　　　　計測は公式荷役試験の順序に従って行ない，
1234
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O，85t〔半負荷），132t（過負荷）

No．2（船首側），　No．3（船尾側）

などの各種条件の組合せを系統的に変えて，各場合の応

力分布脅求めた，
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　第2図はその荷役試験の模様，第3，・4図はブームお

よび支柱の応力分布例である．

　計測結果によればヘビーデリックの各部材は過負荷時

においても十分な安全率をもっていることが確かめられ

た．また船体の応力も10カ所計測したが，過負荷によ

ってデリックに生ずる応力の船体構造部材への伝達に関
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試験番号4第3番倉
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連して，ステーマスト基部の補強法などについて若干の

示唆が得られたことも今回の計測の大きい収穫であっ

た．

　本計測は函館ドックKKの委託によって行なったもの

である．　　　　　　　　　　　　　　（1961．　1．　20）
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第3図応力分布例1
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　　　　第4図応力分布例2
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